
　

南
会
津
地
方
広
域
消
防
本

部
・
消
防
署
只
見
出
張
所
の

開
所
式
が
、
６
月
30
日
に
長

浜
字
川
除
地
内
の
新
庁
舎
で

行
わ
れ
、
関
係
者
が
新
た
な

防
災
拠
点
の
運
用
開
始
を
お

祝
い
し
ま
し
た
。

　

開
所
式
は
、
南
会
津
地
方

広
域
市
町
村
圏
組
合
管
理
者

の
星
下
郷
町
長
の
あ
い
さ
つ

や
、渡
部
只
見
町
長
の
祝
辞
、

消
防
本
部
の
高
橋
消
防
長
よ

り
工
事
経
過
報
告
な
ど
が
行

　

敷
地
面
積
は
約
２
９
４
１

平
方
メ
ー
ト
ル
、
延
べ
床
面

積
は
約
５
４
３
平
方
メ
ー
ト

ル
で
、
鉄
骨
造
り
２
階
建
て

の
構
造
と
な
っ
て
い
ま
す
。

中
に
は
、
事
務
室
、
出
動
準

備
室
、
会
議
室
、
仮
眠
室
な

ど
を
備
え
て
い
ま
す
。
他
に

も
、
耐
震
・
豪
雪
対
策
、
３

日
間
無
給
油
で
発
電
可
能
な

非
常
用
発
電
機
を
備
え
、
防

災
拠
点
と
し
て
の
維
持
機
能

を
有
し
て
い
ま
す
。
ま
た
昨

今
の
感
染
症
対
応
と
し
て
救

急
消
毒
室
や
、
女
性
職
員
の

勤
務
に
対
応
し
た
女
性
専
用

室
な
ど
も
備
え
た
施
設
と
な

っ
て
い
ま
す
。

只
見
出
張
所

開
所
式
が

行
わ
れ
ま
し
た

感
染
症
や

女
性
職
員
勤
務
に

対
応
し
た
庁
舎

▲仮眠室は個室タイプが整備されています

▲一般内覧会では、消防車の装備説明もあり、子どもたちは試乗
する等して楽しむ一面も見られました

わ
れ
、
そ
の
後
、
工
事
関
係

者
な
ど
に
感
謝
状
が
贈
ら
れ

ま
し
た
。

　

ま
た
同
日
の
午
後
は
、
一

般
の
方
向
け
の
内
覧
会
が
行

わ
れ
、
新
た
な
防
災
拠
点
を

一
目
見
よ
う
と
、
子
ど
も
か

ら
大
人
ま
で
多
く
の
方
が
訪

れ
ま
し
た
。
訪
れ
た
方
は

「
明
る
く
温
か
み
の
あ
る
建

物
に
な
っ
た
と
感
じ
ま
す
。

仮
眠
室
な
ど
を
目
に
し
て
、

昼
夜
問
わ
ず
出
動
に
備
え
る

職
員
に
感
謝
し
な
が
ら
、
改

め
て
火
事
や
大
雨
に
気
を
付

け
た
い
と
感
じ
ま
し
た
」
と

話
し
ま
し
た
。

南会津消防署只見出張所新庁舎が開所
防 災 拠 点 が 新 し く な り ま し た
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　只見出張所が新しくなり、発電設備を備えるなど防災拠点として、より頼もしくなりましたが、万が一の災害
時には、まず自分が、自身の身を守ること、家族の身を守ることが大切です。
　年々激しくなる台風や大雨がもたらす川の氾濫や土石流によって、道路や家が流されることも珍しくなくなっ
てきています。それに伴い、災害に対する考え方、備え方も見直し、新しくする必要があります。
　町では、平成２３年新潟・福島豪雨災害や令和元年東日本台風などの災害経験を基に「只見町防災マップ」を
作成し、昨年、全戸配布いたしました。
　只見町防災マップには、浸水想定区域や土砂災害警戒区域などが示されたマップの他に、避難行動ガイド、防
災情報の入手方法、各種災害の解説、非常時の持出品などが掲載されています。お住まいの集落の避難場所の確
認や災害時にどのような行動をとるべきかなど、家族皆さんで改めて確認をお願いします。

万が一の災害への備えをお願いします

　「マイ避難シート」は、家族構成や自宅周辺の災害リスクに合わせて、どのタイミングで、どのような行動が
必要かを考え、家族で共有しておく避難計画です。只見町防災マップの４ページにあるマイ避難シートを家族み
んなで再確認しましょう。

パソコンとプリンターをお持ちの方は、インターネットでもマイ避難シートが作れます
① ウェブブラウザ『ふくしまマイ避難シート』と検索し、「ふくしまマイ避難シート－福島県ホームページ」にアクセス
② ページ内右上の「マイ避難シートを作成する」をクリックし、作成ページにアクセス
③ 画面の指示に従い、必要事項を入力
④ 入力後画面に表示されたマイ避難シートを印刷。（家族分印刷するなど、共有できるようにしましょう）

◉マイ避難シートを確認しましょう

◉避難経路、避難場所の確認をしましょう
　避難経路を選ぶ際は、危険をなるべく避けられる場所を選び、可能であれば２～３コースは想定しておきまし
ょう。例えば、水路や側溝がある経路は、早期の避難経路としては使用できても、水かさの増加、夜間や大雨の
視界不良などで道と水路の境界が見えなくなり、冠水後の避難経路としては危険です。
　避難場所についても、指定避難所（集会施設等）の他、条件次第では、親戚や友人宅への避難も候補として検
討しましょう。家族の構成、身体の状況も含めて、家族や親戚などと相談し、決めておきましょう。

万が一の災害への備えをお願いします
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